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概要：減災型地域社会に役立つ専門知識・技能をそなえた人材を育成するための複数

大学連携プログラム「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」では，熊本市内の 4

つの大学から学生が参加するため，各学生の取得単位数の把握や e ポートフォリオへ

の入力の促進等を一元的に行うことが困難であった．そのため，既に本プログラムで

e ラーニングシステムとして利用しているオープンソースの Learning Management 

System（LMS）である Moodle を利用して，プログラム運営を支援することができる参

加者管理システムを構築した．このシステムを利用することで，学生には，プログラ

ムへの参加表明に始まり，リーダー認定に至るまで，自身がどの段階にいるかを明確

に表示できる．また，教員には，全学生の現状や，審査すべき対象者を一覧で表示で

きる．  

 

1 はじめに 

近年の日本では東日本大震災をはじめ，多

くの自然災害が発生している．その自然災害に

対して，被害を最小化するためには，堤防のか

さ上げ工事などのハード面のみの対策では不十

分であり，ソフト面における対策が必要という

認識が広まってきている．熊本大学，熊本県立

大学，熊本学園大学，熊本保健科学大学は，減

災型地域社会を実現するためのリーダー（以下，

減災型地域社会リーダー）を育成するためのプ

ログラムを大学間連携共同事業として実施して

いる．認定を希望する学生は 4 大学共通の必須

科目（2 単位）である「減災リテラシー入門」

で減災に関する基礎的な知識・スキルを身につ

け，その後，各大学が提供する選択必須科目（6

単位）を履修する．必須科目と選択必須科目を

履修し，e ポートフォリオを提出することで

「減災型地域社会リーダー」として認定され

る． 

 しかしながら，このプログラムに参加する学

生は異なる場所にある複数の大学に所属し，所

属する学部も多岐にわたるため，「減災型地域社

会リーダー」として認定するために必要な選択

必須科目の履修も多様であり，各自の履修状況

に応じて e ポートフォリオの入力を促すことが

難しい．また，このプログラムが始まって 4 年

目を迎えるにあたり，プログラムの参加者を統

合的に管理するための参加者管理システムを構

築し，できる限り自動化することで，管理者の

負担を軽減させる必要があった．e ラーニング

システムおよび e ポートフォリオシステムを本

プログラムでは既に導入しており，これ以上，

システムを増やすと混乱を招くこと，システム

を維持するための費用や負荷が増えることから，

既に e ラーニングシステムとして利用している

Moodle を利用することとした． 

 

2 各参加者の状況を反映するシステム  

2.1．参加者管理システムのあらまし 

 参加者管理システムの利用目的は，「減災型地

域社会リーダー」として認定するために必要な

選択必須科目の履修状況，e ポートフォリオの

入力状況などプログラムに参加している学生の

状況を一元的に確認することである．そのため， 



まず，学生がプログラムへ参加してから認定を

申請するまでに必要な作業を抽出し，6 ステッ

プに分けた．そして，各ステップとして表示さ

れた作業を学生が行う学生用画面と，各学生の

履修状況や e ポートフォリオの入力状況などを

一覧で確認するための教員用画面を作成するこ

ととした． 

2.2．参加者管理システムの構成 

2.2.1．学生用画面 

 Moodle のコーストップ画面を学生用画面と

して利用した（図 1）．プログラムへ参加した学

生が行う作業は下記の 6 つのステップに分かれ

ており，各ステップが終わるごとに，小テスト

として設置された「完了の確認」を受験し，ス

テップが終了したと回答することで，次のステ

ップが表示される． 

ステップ 0：プログラムへの参加表明 

このステップで養成プログラムへの参加表明を

行う． 

ステップ 1：個人情報を入力 

図１：参加者管理システム（学生用画面） 



所属（大学・学部・学科），入学年度，認定証の

送付先住所，連絡先などをこのステップで入力

する． 

ステップ 2：履修中/単位取得済みの科目を入力 

履修中の科目や単位を取得した科目を入力する．

このプログラムでは選択必須科目を履修するご

とに，その科目を履修して「減災型地域社会リ

ーダー」として必要とされるコンピテンシー[1]

を満たしたのかを e ポートフォリオへ入力させ

ている（評価表の作成）．そのため，このステッ

プで e ポートフォリオの評価表への入力も促す． 

ステップ 3：最終振り返りの入力 

全ての選択必須科目の履修が終了すると，e ポ

ートフォリオで本プログラムで各自が学んだこ

との総括（最終振り返り）を行わせている．そ

のため，このステップでプログラムの総括を e

ポートフォリオへ入力するように促す． 

ステップ 4：修了認定の申請 

「減災型地域社会リーダー」の認定に必要な要

件（必要な単位数の取得と e ポートフォリオの

最終振り返りへの入力）が済むとこのステップ

が表示されるので，このステップで修了認定を

申請する． 

ステップ 5：内定のお知らせ 

減災型地域社会リーダーとして認定されると，

審査結果が表示される． 

2.2.2．教員用画面 

 教員用画面では，学習者の氏名，所属（大学

名・学部・学科），証書の送付先，選択必須科目

の履修状況，取得単位数，認定状況が一覧で表

示される（図 2）．これは Moodle の評定機能を

利用しており，各大学の担当教員はこのページ

を確認することで，学生の科目の履修状況や修

了認定申請の有無を確認することができる．ま

た，学生が「減災型地域社会リーダー」として

の認定を申請し，その学生を認定することが決

定した場合，この画面で審査結果を入力するこ

とができる． 

 

3 まとめ 

 本発表では，複数の大学が参加する大学間連

携プログラムにおいて，学生の科目の履修状況

の確認や e ポートフォリオへの入力の促進など

を一元的に行うための参加者管理システムの構

築について述べた．参加者管理システムは既に

e ラーニングシステムとして導入していた

Moodle の標準機能を用いて構築した． 

 本システムはまだ試作の段階であり，来年度

より本格的な運用が始まる．そのため，運用を

開始してから，インターフェースの改良等を行

い，継続して利用できるシステムを構築したい． 
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図２：参加者管理システム（教員用画面） 


